
仕 様 書
件名：庁用自動車点検整備（１２ヶ月・６ヶ月）等業務

１ 概要
九州防衛局で保有する庁用自動車定期点検（１２か月・６ヶ月）等を行う。

２ 履行期限
トヨタ クラウン（福岡３０２ち５４６９）：令和８年９月３０日（水）
トヨタ ノア （福岡５０４ち ９６８）：令和８年９月３０日（水）

３ 対象車両
（１）点検整備(１２ヶ月点検)の対象車両・走行距離(令和８年７月８日現在)

トヨタ クラウン 福岡３０２ち５４６９ （196,072km）
（２）点検整備(６ヶ月点検)の対象車両・走行距離（令和８年７月８日現在）

トヨタ ノア 福岡５０４ち ９６８ （127,463km）
（３）詳細は別添自動車検査証のとおり。

４ 業務内容
（１）点検整備（１２ヶ月・６ヶ月点検）
ア ブレーキ

・駐車ブレーキの引きしろ
・ブレーキのきき具合
・ブレーキペダルの踏みしろの測定

イ シートベルト
・損傷とねじれの点検

ウ 室内ウォーニングランプ
・球切れの点検

エ ライト
・灯火措置及び方向指示器の汚れ、損傷及び作用の点検

オ エンジン
・エンジンのかかり具合及び異音の点検
・低速及び加速状態の点検

カ 油脂・液類
・エンジンオイルの交換
・ブレーキフルードの量の点検
・冷却水（ＬＬＣ）の量及び濃度の点検
・バッテリー液の量、比重の点検
・ウィンド・ウォッシャーの量の点検

キ ワイパー
・払拭状態の点検

ク ベルト類
・ファンベルトの張り具合の測定
・パワーステアリングベルトの張り具合の測定

ケ タイヤ
・溝の深さの測定
・亀裂及び損傷の点検
・異常摩耗の点検

コ 下回り
・損傷、オイル漏れなどの点検

サ 点検により摩耗・劣化が認められた部品、油脂・液類は、車両の機能を回
復させるために、既設部品、油脂・液類と同等以上の機能・品質を有する
ものと交換すること。



（２）部品交換等作業
定期点検（１２ヶ月・６ヶ月）と併せて、下記項目の部品交換等を行う。

トヨタ トヨタ
交換部品等 クラウン ノア 備考

福岡302ち5469 福岡504ち968

下抜きの場合、
エンジンオイル 〇 〇 ドレンパッキンを新品

に取り換えること。

オイルエレメント 〇 〇

（３）その他
ア 点検整備については福岡市内又は福岡市に隣接する福岡県内の市町村（離

島を除く）にて行うこと。
イ 点検整備等の日程等については発注者（以下「甲」という。）及び受注者
（以下「乙」という。）が協議して定めるものとする。

ウ 点検整備の結果、当該車両の安全及び機能を維持するうえで修理、交換を
必要とする箇所等を発見した場合は、修理箇所の見積書を作成し、甲へ提
出すること。

エ 提出された見積書を元に、甲が指定する整備のみを行うこと。なお、甲の
指示しない整備は実施しないこと。

オ 点検の結果、摩耗・劣化が認められて交換する必要のある部品については、
「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」２２－５【自動車整備】に
基づいて、交換を行うこと。

カ 点検の結果、摩耗・劣化が認められて、交換する必要のある油脂・液類に
ついては、人体及び環境への配慮が十分に為されている原材料を使用した
ものであること。

５ 車両の受渡及び保管
（１）車両の受渡及び引取については甲が行う。
（２）乙は善良な管理者の注意をもって、当該車両の保管をしなければならない。

６ 完了報告
（１）乙は、車両の返還にあたっては、甲に点検結果を説明するとともに、点検整

備記録の確認を受けるものとする。
（２）交換部品が生じた際は、返還時に甲に交換済み部品を提示すること。
（３）車両返還時に、本業務における整備内容を全て記載した点検記録整備簿を提

出すること。なお、整備内容が多項目にわたり、点検記録整備簿の明記が困難
である場合は、整備した内容を全て記録した書面を提出すること。

７ 検査
（１）甲は、業務完了報告を受けた時はすみやかに検査を行うものとする。
（２）検査は、支出負担行為担当官補助者が行うものとする。

８ その他
乙は、業務の履行にあたっては関連法規等を遵守し、本仕様書に定めのない事項

又は疑義が生じた場合は、甲乙が協議して解決するものとする。










